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第
二
十
二
回
「
心
の
花
賞
」
受
賞
作
品

水
口
奈
津
子
「
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

正
賞
＝
賞
状
お
よ
び
『
佐
佐
木
信
綱
全
歌
集
』

副
賞
＝
佐
佐
木
幸
綱
色
紙

選
者
賞
＝
各
選
者
の
著
書
、
記
念
品

選
考
委
員
（
選
者
）

佐
佐
木
幸
綱
、
奥
田
亡
羊
、
駒
田
晶
子
、
田
中
拓

也
、
俵
万
智

選
考
経
過

①
応
募
総
数
　
七
十
九

②
佐
佐
木
幸
綱
、
奥
田
亡
羊
、
駒
田
晶
子
、
田
中

拓
也
、
俵
万
智
の
各
選
者
が
十
編
を
選
ん
で
投

票
。
票
の
入
っ
た
二
十
八
編
を
予
選
通
過
作
と
し

た
。
そ
の
中
か
ら
三
編
を
選
ん
で
投
票
し
、
得
票

の
あ
っ
た
十
編
を
一
次
選
考
通
過
作
（
〇
印
）
と

し
た
。
さ
ら
に
一
な
い
し
二
票
で
再
投
票
し
た
結

果
は
、
水
口
奈
津
子
作
が
四
票
、
久
永
草
太
作
三

票
、
桜
望
子
作
一
票
。
こ
の
三
編
（
◎
印
）
を
二

次
選
考
通
過
作
と
し
て
最
終
選
考
に
入
っ
た
。
こ

の
時
点
で
三
編
に
絞
ら
れ
て
い
た
た
め
、
受
賞
作

を
一
編
に
す
る
か
、
二
編
に
す
る
か
が
最
終
選
考

の
争
点
と
な
っ
た
。
メ
ー
ル
で
意
見
を
述
べ
合

い
、
選
者
全
員
が
水
口
作
一
編
を
受
賞
作
と
す
る

こ
と
で
意
見
が
一
致
。
水
口
奈
津
子
「
セ
カ
ン
ド

フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
受
賞
作
に
決
定
し
た
。

予
選
通
過
作

〇
菅
野
彰
一
「
ウ
ェ
ン
カ
ム
イ
」

　
安
野
ゆ
り
子
「
靴
べ
ら
」

　
髙
良
真
実
「
海
洋
覇
権
」

〇
奥
村
知
世
「
春
先
の
ブ
ラ
ウ
ス
」

　
石
田
郁
男
「
広
場
を
渡
る
」

　
花
美
月
「
蛍
ほ
う
た
る
」

　
小
峰
圭
子
「
最
後
の
辞
令
」

〇
服
部
崇
「
赤
兎
馬
」

〇
小
澤
法
子
「
ほ
の
あ
か
り
み
ゆ
」

　
志
水
千
登
世
「
ミ
グ
ラ
ト
リ
ー
」

　
大
塚
亜
希
「
絹
針
を
手
に
春
の
終
日
」

〇
西
村
康
平
「
遠
く
戦
げ
り
」

　
松
元
雅
子
「
小
石
は
跳
ね
て
」

　
片
山
佳
代
子
「
脱
げ
に
く
い
靴
」

　
佐
藤
博
之
「
サ
イ
ダ
ー
壜
と
茘
枝
罐
」

　
福
永
昭
子
「
ま
な
こ
ふ
た
つ
ぶ
」

　
山
本
絲
人
「
文
通
相
手
、」

〇
谷
ち
え
み
「
雪
燃
ゆ
」

◎
桜
望
子
「
水
葬
」

〇
川
又
和
志
「
吾
の
ぶ
く
ぶ
く
」

◎
水
口
奈
津
子
「
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

◎
久
永
草
太
「
梅
酒
作
ろ
う
」

　
蓼
沼
裕
子
「
ク
リ
ス
タ
ル
の
空
」

　
鈴
木
香
代
子
「
笑
っ
て
い
て
・
・
」

　
金
有
美
「
櫂
」

　
宮
崎
江
美
「
父
に
」

　
長
谷
川
静
枝
「
百
年
の
育
児
」

　
新
留
紀
代
美
「
鈍
色
の
空
」

	 24


